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個別技術要件検討
「FRT要件見直し」

2026年3月31日

電力広域的運営推進機関

第21回 グリッドコード検討会 資料6
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◼ これまでの対応状況

➢ 2024年12月の第104回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（以降、調整力等委）
で、2050年想定断面の電源線ルート事故時には、急峻な電圧変動の影響によりインバータ電源が大
幅に解列され、周波数が低下し負荷制限を行ってもなおエリア間の連系分離に至る可能性が示された。

➢ これに対し、2026年3月の第117回調整力等委の中で、その対応策としてFRT要件の見直し案が示
され、今後のFRT要件見直しに向けた詳細検討はグリッドコード検討会で検討することで整理された。

➢ また、第19回グリッドコード検討会（2025年6月25日）では、高低圧系のFRT要件見直しに当たり、
単独運転防止対策との整合などの課題があり、対応に相当の時間を要することから、高低圧系と比較
して影響の少ない特高系から要件化に向けた検討を優先して進めることで整理された。

◼ 今回の報告、相談内容

➢ 第117回調整力等委の中で示された見直し案をもとに、現時点での関係団体との調整状況から、今
後のFRT要件見直しの方向性を整理したので、ご意見を伺いたい。

１． 論点整理 



3（参考）FRT要件見直しの必要性

（出典）第19回グリッドコード検討会（2025年6月25日） 資料4
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第19回グリッドコード検討会資料4 再掲

（参考）FRT要件見直しの必要性

（出典）第19回グリッドコード検討会（2025年6月25日） 資料4
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第19回グリッドコード検討会資料4 再掲

（参考）FRT要件見直しの進め方

（出典）第19回グリッドコード検討会（2025年6月25日） 資料4
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6２．FRT要件見直しに関する具体案
周波数変動耐量に関する見直し案

◼ インバータ電源など系統の電圧波形を元に系統周波数を検出・演算する場合は、系統事故時の電圧波形の乱れを
急峻な周波数変動として検出する可能性があり、調整力等委では、基幹系統での系統事故においてこのような周波数
変動が安定するまでに事故発生後100ms程度要することを踏まえて、周波数変動耐量に関するFRT要件の見直し案
として以下の2案が提示された。

➢ 系統から見て300ms以上の時間で算定した周波数変化率(Hz/s)が±2Hz/s以内であれば運転を継続する。

（案1）

➢ 事故により電圧、周波数、位相変動が複合的に変化した場合でも事故発生後から100ms間は電圧低下耐量に
応じて運転を継続し、周波数ランプ変動耐量は適用しない。（案2）

◼ また、案１、案２ともに電源停止量を十分に抑えられ、2050年での系統事故時にも系統の維持が可能とされている。

第6回グリッドコード検討会（2021年6月30日）資料10より抜粋

〇 現行のFRT要件（周波数変動時）
ランプ状の±2Hz/sの周波数変動に対して連系運転を
維持し、可能な範囲で発電出力及び放電出力を継続する。

（出典）第117回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2026年3月16日） 資料3
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7２．FRT要件見直しに関する具体案
周波数変動耐量に関する見直し案の補足説明

◼ 周波数変動耐量に関する見直し案のイメージは下記のとおり。
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周波数ランプ変動耐量に関する見直し

項目 案1 案2

具体的な対応 試験条件や評価方法の検討 機器の再設計が必要

対応に必要な期間

短期間 長期間

電源停止量の
低減効果

系統維持可能 案1より電源停止量減

◼ 調整力等委で出された二つの案を元に特高系統に連系するものについて関係団体と協議を行った結果、現時点
では、案2については開発に相応の期間を要する一方、案1については短期に実現が可能な見込みである。

◼ 案1を採用した場合でも系統維持することが可能であることも踏まえ、案1についてはフェーズ2´で要件化し速やか
に対応する方向で検討を進めていくこととしたい。

◼ また、案2については、系統視点での将来的な必要性と技術的な課題などを比較しながら、適用時期などについて
継続検討することとしたい。

２．FRT要件見直しに関する具体案
周波数ランプ変動耐量に関する方向性
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◼ 位相変動耐量に関するFRT要件の見直し案として、調整力等委の中では残電圧0.2pu～0.52puの位相変動
耐量を強化することを対策の一つとしており、具体的には領域Xの要件として、連系運転を維持し、可能な範囲で
出力を維持する案が示された。

領域 青 緑 黄

現行の
要件

連系運転を維持し、可能な範
囲で発電出力および放電出力
を維持

運転継続またはゲートブロックに
よる出力停止（解列不可）

未定義
（解列しても構わない）

（凡例）

２．FRT要件見直しに関する具体案
位相変動耐量に関する見直し案

（出典）第117回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2026年3月16日） 資料3
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◼ 系統連系規程のFRT要件の中で記載されている三相短絡事故時の電圧ベクトル例では事故時の位相変化は
なしと扱われているが、実際の系統事故では時間とともに電圧や電流も動的に変化するため、三相短絡事故にも
位相変化を伴う。

◼ 調整力等委では、電力中央研究所のY法を用いた動的なシミュレーションに基づき地域間連系線や電源線の
ルート事故時の位相変動量を算定した結果、残電圧0.2pu～0.52pu帯においても位相変動を伴うノードが多く
確認されており、領域Xの連系運転の維持を求める案となっている。

２．FRT要件見直しに関する具体案
（参考）位相変動耐量に関する見直し案の補足

オームの法則に基づく電圧降下の式から、
2点間の位相差δを導出

R+j X

VS・ej0VR・ejδ

IP+jIQ

位相差δは電圧だけでなく、電流やインピーダン
スにより変化

なお、基幹系統事故時の電圧位相変動につ
いては電中研殿とも協働で検討を進めており、
関連する内容の電中研報告書が2026年5月
頃発刊される予定（出典）第117回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2026年3月16日） 資料3
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現状 2030年代 2050年代

2027年度末フェーズ２’

周波数面

電圧面

・停止量を想定し、系統維持に必
要な運用対策を実施

・事故時の電源停止量増加で
周波数低下幅拡大

・電圧復帰時の出力特性の強化
のみでは周波数維持が困難

・問題なし
・再エネ電源比率の上昇に伴い
電圧維持が難しくなる

・再エネ電源の出力ゼロでは電圧
維持が困難

－
（電圧復帰後に出力回復）

・電圧復帰時の出力特性の強化
・事故時の出力特性の改善
（有効電力・無効電力）

・出力ゼロを回避
・事故時の出力特性の改善
（有効電力・無効電力）

必要な対策

2040年代

領域Xの扱い
（FRT要件見直し）

運転継続または
ゲートブロック

出力ゼロを回避（可能な範囲で出力維持）

2030年度頃 劣化更新などにより新FRT要件に順次対応

事故時の系統面の
課題と対策

未定義
（解列可）

◼ 調整力等委で出された案を元に特高系統に連系するものについて関係団体と協議を行った結果、現時点では、
位相変動耐量の見直し案は開発に相応の期間を要する一方、領域Xにおいてゲートブロックを許容することで解
列を回避することは早期に実現可能な見込みである。

◼ 2050年代に向けて再エネ導入量が増加していくことを見据えると、ゲートブロックをせずに出力の維持が必要となる
が対応には相当の期間を要することから、段階的な対策として、フェーズ2’では領域Xでの解列を不可（ゲートブ
ロックは許容）とし、現状のFRT要件よりも電圧復帰時の出力特性を強化することで、系統事故時の周波数低
下幅の改善や負荷制限量の低減を目指すこととしたい。

◼ 領域Xでの出力ゼロ回避（可能な範囲で出力維持）に向けては、関係者と引き続き協議を行い、要件化の時
期について検討を深めていくこととしたい。

２．FRT要件見直しに関する具体案
位相変動耐量の見直しに関するフェーズ2’の方向性
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◼ 第19回本検討会において、低圧連系時の高低圧混触事故時には電気設備の技術基準の解釈-第17条第2
項に規定される時限（1秒以下もしくは2秒以下）以内に解列する必要があり、低圧インバータ電源単体として
は変電所の遮断器が遮断後瞬時に単独運転検出・停止が必要となる旨を報告した。

◼ 現在、日本電気協会の配電専門部会にて、上記電技解釈の改正として時限の延長および接地抵抗値を緩和
することが検討されており、検討の結果、電技解釈が改正されれば当初想定していた高低圧におけるFRT要件見
直しの課題が一つ解消されることになる。

◼ そのため、高低圧においても時限延長を前提にした単独運転検出との協調や要件内容の検討を進めていく。

３． FRT要件見直しに伴う配電関係の課題の状況について

（出典）第19回グリッドコード検討会（2025年6月25日） 資料4
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◼ 現状の検討結果を踏まえて今後のスケジュールについて見直しを行った。

◼ 特高系は、関係者と規定案などの協議を進め、次回のグリッドコード検討会にて要件化の審議を行いたい。

◼ 高低圧系は単独運転検出機能との整合など実現性を含めて引き続き詳細検討を行う。審議時期につ
いては、電気設備の技術基準の解釈-第17条第2項の改定状況などを踏まえて今後調整することとしたい。

項目
2025 2026

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

周波数変動耐量

位相変動耐量

個別技術要件 要件化にあたっての主な検討項目

周波数変化率耐量（RoCoF）
周波数ステップ変化耐量
電圧位相変化耐量

・調整力等委の検討結果との連携
・高低圧系の単独運転検出機能との整合など実現性の検討

FRT要件の見直し案
※第117回調整力等委にて提示

関連団体の調整
（特高系の要件化に関する議論）

※審議スケジュール（検討会の日程含む）については、検討の進捗により変更する場合がある。

関連団体の調整
（高低圧の要件化に関する議論・
単独運転検出機能との整合など）

第22回GC
検討会

４．今後のスケジュール
現状の検討状況を踏まえた見直し
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